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六

月

十

九

日
、

平

成

二
十
二
年
度
総
会
が
開
催
さ

れ
、髙
間
專
逸
会
長
を
再
選
。

同
じ
く
再
選
さ
れ
た
相
川
順

子
、
荻
荘
誠
両
副
会
長
と
共

に
二
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
髙
間
会
長
は
、
以

下
の
よ
う
に
今
年
度
の
活
動

へ
の
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

今
日
、
高
校
生
を
め
ぐ
る

社
会
情
勢
は
め
ま
ぐ
る
し
い

変
化
と
変
動
の
時
代
が
続
い

て
い
ま
す
。
昨
年
は
隔
年
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
リ
ク

ル
ー
ト
社
と
の
共
同
事
業
と

し
て
、
第
四
回
「
高
校
生
と

保
護
者
の
進
路
に
関
す
る
意

識
調
査
」
を
実
施
し
、
進
路

に
関
す
る
親
と
子
の
よ
り
良

い
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を

深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
文
部
科
学
省
の
委
託
事

業
「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
人

間
関
係
の
回
復
と
社
会
環
境

の
充
実
」事
業
に
お
い
て「
子

ど
も
た
ち
の
心
と
そ
の
背

景
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
実
施

し
た
全
国
調
査
の
分
析
結
果

か
ら
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

人
間
関
係
が
複
雑
化
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
は
多
く
の
課
題
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。そ
こ
で
今
年
度
は
、

「
子
ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
と
学
習
意
欲
」
を
調

査
分
析
し
、高
校
生
の
生
活
・

意
識
を
理
解
し
、
学
校
と
保

護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
と
地
域

が
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
支
援
し
て
い
け
る
よ

う
な
提
案
を
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
は
調
査
分
析
に
終
わ

る
こ
と
な
く
、
会
員
の
皆
さ

ま
に
各
地
域
の
現
状
に
ふ
さ

わ
し
い
活
動
の
在
り
方
を
示

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

全
高
Ｐ
連
は
、
地
区
連
合

会
を
は
じ
め
と
し
て
五
十
都

道
府
県
市
高
Ｐ
連
か
ら
成
り

立
つ
連
合
体
で
、
高
校
生
の
健

全
育
成
や
保
護
者
自
身
の
自

己
啓
発
に
係
わ
る
地
道
な
活

動
や
意
見
、課
題
等
を
集
約
し
、

共
有
し
、
解
決
策
を
模
索
し
、

提
言
す
る
こ
と
の
出
来
る
発

信
型
の
団
体
で
あ
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
全
国
大
会
や
地
区
大
会
の

開
催
、
健
全
育
成
委
員
会
等

の
各
種
委
員
会
活
動
、
会
報

の
発
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公

開
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
の
教
育
施
策
動
向
を
正
確

に
知
る
と
と
も
に
本
連
合
会

の
意
見
を
表
明
す
る
た
め
に
、

文
部
科
学
省
と
も
密
接
に
連

絡
を
と
っ
て
い
ま
す
。
目
的
は

一
つ
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
」。
そ
の
た
め
に
、
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
都
道
府
県
市
高
Ｐ
連
、

地
区
高
Ｐ
連
、
全
高
Ｐ
連
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
し
っ
か
り

と
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご

支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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会長あいさつ	 １頁
シリーズ青春白書　全国からの便り ｜輝く姿がここにある ｜

　広島県立広島中学校・広島高等学校
　　　校訓「高い知性・豊かな感性・強い意志」
　　　　　　～グローバル化時代において
　　　　　　　　活躍できる生徒の育成をめざして～	 ２頁
　山形県立荒砥高等学校
　　　「地域と連携し、地域を支える人材を育成する」	 ３頁
What’s 全高Ｐ連　組織図・各委員会活動など	 ４～５頁

平成２２年度総会報告	 ６頁
平成２２年度役員・委員名簿	 ７頁
地区大会報告	 ７頁
　北海道地区	 ７頁
　東北地区・関東地区	 ８頁
　東京地区・北信越地区	 ９頁
　東海地区・近畿地区	 １０頁
　中四国地区・九州地区	 １１頁
シリーズ視点「世界につながる子どもたち」	 １２頁

会　長：髙間專逸（中央）北海道江別市出身。学生時代は駒大サッカー
部で活躍。温厚な人柄で知られるが、子どもたちのためになる

ことへの思いは強く、時には厳しい一面を見せることもある。

副会長：相川順子（右）青森県青森市出身。児童養護施設職員。熱意

あふれる活動ぶりと母親らしい優しさと細やかさが魅力。

副会長：荻荘　誠（左）新潟県新潟市出身。いつも自然体でさわやか。

何事にも誠実な姿に信頼が寄せられている。

　
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　
　

～
共
に
語
り
合
い
な
が
ら
、
課
題
解
決
を
目
指
そ
う
～

社
団
法
人
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
　
会
長
　
髙
　
間
　
專
　
逸

今
号
の
主
な
内
容
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【
教
育
方
針
等
】

本
校
は
、
広
島
県
と
し
て

は
初
め
て
の
併
設
型
中
高
一

貫
教
育
校
と
し
て
平
成
十
六

年
四
月
に
新
設
開
校
し
、
保

護
者
・
教
職
員
が
協
力
し
て
、

学
校
教
育
・
家
庭
教
育
の
充

実
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。
現
在
、
中
・
高
合

わ
せ
て
学
級
数
三
十
、
生
徒

数
一
一
九
四
名
の
、
最
大
規

模
の
県
立
学
校
で
す
。

六
年
間
の
計
画
的
・
継
続

的
な
教
育
活
動
に
よ
り
幅
広

く
深
い
教
養
と
高
い
知
性
を

培
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代

に
お
い
て
活
躍
す
る
こ
と
の

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
教
育
方
針
と
し
、
社
会

で
貢
献
で
き
る
「
全
人
的
な

力
を
も
っ
た
人
材
の
育
成
」

を
柱
に
教
育
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

【
特
色
あ
る
教
育
活
動
】

⑴
こ
と
ば
の
教
育
の
推
進

中
・
高
の
六
年
間
で
「
論

理
的
な
思
考
力
・
表
現
力
」

を
身
に
付
け
る
た
め
、
開
校

当
時
か
ら
「
こ
と
ば
の
教
育
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
さ
ら
に

中
学
校
で
は
「
こ
と
ば
科
」
を

特
設
し
、
週
二
時
間
の
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取

組
の
結
果
、
平
成
二
十
一
年
度

は
全
国
中
学
校
デ
ィ
ベ
ー
ト

選
手
権
で
は
初
出
場
で
準
優

勝
を
果
た
す
ほ
か
、
広
島
県

主
催
の
「
こ
と
ば
の
輝
き
」
優

秀
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
毎
年

最
優
秀
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、

数
多
く
の
場
で
そ
の
成
果
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。

⑵
寄
宿
舎
の
活
用

寄
宿
舎
入
寮
生
は
、
夜
間

学
習
時
間
に
「
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
広

島
大
学
大
学
院
生
の
先
生
方

か
ら
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
指

導
を
受
け
る
な
ど
、
意
欲
的

に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、寄
宿
舎
を
活
用
し
、

全
校
生
徒
を
対
象
に
短
期
入

寮
教
育
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
第
二
学
期
に
行
わ
れ
る

短
期
入
寮
は
、
運
動
会
で
の

競
技
の
練
習
を
活
動
内
容
と

し
て
、
中
・
高
生
徒
を
縦
割

り
に
し
た
異
年
齢
集
団
で
実

施
さ
れ
、
生
徒
の
社
会
性
の

発
達
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

⑶
進
路
実
現
へ
の
取
組

す
べ
て
の
生
徒
が
高
い
目

的
意
識
を
も
ち
、
進
路
希
望

を
実
現
し
、
将
来
に
向
け
て

力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
く
た
め
、
レ
ベ
ル
の
高
い

授
業
の
実
施
は
も
ち
ろ
ん
、

土
曜
日
や
夏
季
・
冬
季
休
業

中
に
特
別
講
座
を
行
う
な

ど
、
様
々
な
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
高
等
学
校

で
は
、「
東
大
・
京
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
広
島
大
学
等

志
望
校
別
集
会
」
な
ど
で
過

去
の
問
題
の
解
説
な
ど
を
行

い
意
識
の
啓
発
を
は
か
っ
た

り
、
年
間
四
～
五
回
以
上
の

担
任
に
よ
る
個
人
面
接
に
加

え
て
授
業
担
当
者
が
面
接
を

行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
綿
密

な
進
路
指
導
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。	

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
】

⑴
活
発
な
活
動

保
護
者
の
学
校
教
育
に
対

す
る
関
心
は
極
め
て
高
く
、

年
一
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
の
出
席

率
は
五
割
を
超
え
、
県
内
最

大
規
模
の
体
育
館
が
一
杯
に

な
る
ほ
か
、
年
五
回
実
施
し

て
い
る
参
観
日
に
は
教
室
に

入
れ
な
い
保
護
者
が
出
る
ほ

ど
で
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
生

徒
・
厚
生
・
研
修
・
広
報
の

四
委
員
会
で
の
出
席
率
も
六

割
以
上
と
高
く
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
へ
の
参
加
も
熱
心
で
す
。

こ
れ
ら
の
委
員
会
活
動
の

ほ
か
に
も
、
教
育
条
件
の
整

備
を
目
的
と
し
て
文
化
祭
・

運
動
会
で
バ
ザ
ー
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

喫
茶
を
行
っ
た
り
、
生
徒
・

保
護
者
・
教
職
員
が
一
緒
に

校
内
を
清
掃
し
た
り
す
る
な

ど
、
学
校
の
教
育
活
動
へ
の

支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
年
度
末
に
行
わ
れ

る
学
校
経
営
計
画
等
報
告
会

に
は
多
く
の
保
護
者
が
参
加

し
、
学
年
別
分
科
会
で
意
見

を
出
し
合
う
等
、
学
校
評
価

に
も
保
護
者
が
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
徒
が
県
内
全

域
か
ら
通
学
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
県
内
を
五
地
区
に
分

け
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
委
員
会
を

設
置
し
、
地
区
ご
と
に
懇
談

会
や
親
睦
会
を
開
催
し
て
保

護
者
と
教
職
員
、
保
護
者
相

互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

⑵
委
員
会
の
取
組

委
員
会
の
活
動
で
は
、
生

徒
委
員
会
の
声
が
け
に
よ
り

保
護
者
が
登
校
時
や
下
校
時

の
交
通
指
導
を
実
施
し
、
交

通
整
理
や
あ
い
さ
つ
運
動
を

展
開
す
る
ほ
か
、
交
通
標
語

を
募
集
し
て
優
秀
作
品
を
表

彰
す
る
と
と
も
に
、
最
寄
り

の
駅
構
内
・
地
域
・
校
内
に

掲
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

で
情
報
交
換
を
行
い
、
毎
週

金
曜
日
に
は
同
協
議
会
主
催

の
町
内
巡
視
に
参
加
し
、
Ｊ

Ｒ
駅
や
大
型
ス
ー
パ
ー
近
く

を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

厚
生
委
員
会
で
は
、
中
学

校
の
給
食
や
食
堂
で
の
食
事

の
様
子
を
見
学
し
た
り
試
食

を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て

生
徒
の
生
活
の
状
況
を
把
握

し
提
言
を
行
う
ほ
か
、
制
服

の
リ
ユ
ー
ス
活
動
を
行
う
な

ど
、
生
徒
の
生
活
に
密
着
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
委
員
会
で
は
、
年
一

回
の
講
演
会
を
企
画
・
運
営

し
、
保
護
者
自
ら
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
に
活
躍
で
き
る

子
ど
も
の
育
成
に
い
か
に
関

わ
る
か
な
ど
、
課
題
を
も
っ

て
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
は
年
に
三

回
、広
報
誌
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」

を
発
行
し
て
お
り
、
委
員
の

熱
心
な
取
材
や
編
集
活
動
に

よ
り
新
聞
社
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
二
度
入

賞
す
る
な

ど
、
そ
の

内
容
の
す

ば
ら
し
さ

が
評
価
さ

れ
て
い
ま

す
。

「青春白書全国か らの便り
―輝く姿がここ にある−」vol.１０

未来を見つめ、夢を追い求め、ひたすらに頑張る子どもたち。
その子どもたちを熱意をもって導く先生たち、

そしてＰＴＡの仲間の姿をお伝えします。

■
広
島
県
立
広
島
中
学
校
・
広
島
高
等
学
校

　
校
訓
「
高
い
知
性
・
豊
か
な
感
性
・
強
い
意
志
」

　
　
　

～
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
い
て
活
躍
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
め
ざ
し
て
～異年齢集団による運動会の練習

高校３年生の激励集会ＰＴＡ総会

ＰＴＡによるリユース活動
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【
学
校
の
概
況
】

創
立
六
十
二
周
年
を
迎
え

る
男
女
共
学
の
全
日
制
普
通

科
高
校
で
す
。
白
鷹
町
は
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
の
終
点
で
、

か
つ
て
最
上
川
の
舟
運
で
栄

え
た
古
典
桜
の
里
で
す
。
本

校
は
、
町
に
一
つ
の
高
校
で

あ
り
、
八
千
七
百
余
名
の
卒

業
生
は
、
主
に
地
域
の
行
政

や
産
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
、
企

業
や
農
業
の
担
い
手
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。
校
訓
は

「
克
己
復
禮
」
で
す
。

少
子
化
に
対
応
し
た
県
の

計
画
に
従
い
、
こ
の
十
年
間

で
四
学
級
か
ら
現
在
の
二
学

級
に
入
学
定
員
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
小
規
模

高
校
の
良
さ
を
生
か
し
、
一

人
ひ
と
り
を
認
め
て
伸
ば
す

教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
と
連
携
し
た
教

育
は
、
本
校
の
最
大
の
特
色

で
あ
り
、
広
い
視
野
を
持
ち

な
が
ら
地
域
を
支
え
る
人
材

の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
】

将
来
の
進
路
に
応
じ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
・
情
報
・
福
祉
の

三
つ
の
コ
ー
ス
制
を
設
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
個
に
応
じ

た
手
厚
い
指
導
を
実
現
す

る
た
め
、
多
く
の
授
業
で

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
町
が

文
部
科
学
省
の
研
究
指
定
地

域
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機

に
、
地
域
連
携
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
が
継
続
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
町
内
事
業

所
の
ご
協
力
を
得
て
、
二
年

生
全
員
が
職
場
体
験
学
習
を

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
進
路

希
望
は
、
進
学
と
就
職
が

半
々
で
、
就
職
難
だ
っ
た
昨

年
も
達
成
率
は
一
〇
〇
％
で

し
た
。
就
職
先
は
主
に
地
元

企
業
で
す
。
就
職
希
望
者
に

対
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
よ
る

模
擬
面
接
も
効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

【
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

吹
奏
楽
部
に
よ
る
保
育
園

で
の
訪
問
演
奏
、除
雪
活
動
、

福
祉
施
設
の
清
掃
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
鮎
祭
り
・
紅

花
祭
り
や
公
民
館
行
事
へ
の

協
力
な
ど
、
多
様
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
県
の
特
色
化

推
進
事
業
と
し
て
社
会
貢
献

活
動
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に

取
組
み
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

生
徒
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
が
、
地
域
の
一
員

と
し
て
社
会
貢
献
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
地
域
の
皆
様

と
の
出
会
い
や
豊
か
な
体
験

を
と
お
し
て
逞
し
く
成
長

し
、
自
信
を
深
め
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
企
画
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
向

上
さ
せ
、
地
域
活
性
化
の
核

と
な
る
人
材
の
育
成
が
目
標

で
す
。

【
ま
な
び
サ
ポ
ー
タ
ー
】

昨
年
度
か
ら
、
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、「
ま
な
び
サ
ポ
ー
タ
ー
」

制
度
を
設
け
ま
し
た
。
学
習

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
十
名

の
地
域
の
方
々
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

授
業
の
中
で
、
郷
土
史
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
伝
統
工

芸
、
手
話
、
簿
記
、
建
築
、

情
報
な
ど
の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
地

域
理
解
が
深
ま
り
、
新
鮮
な

学
習
意
欲
が
喚
起
さ
れ
て
い

ま
す
。
何
よ
り
、
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
に
、
地
域
の
皆

様
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。

【
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を

支
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

今
年
度
は
、
東
北
の
調
査

広
報
委
員
会
、
山
形
県
の
調

査
広
報
委
員
会
、
地
区
の
会

長
校
な
ど
の
大
役
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
小
規
模

校
な
が
ら
学
年
部
会
の
他

に
、
文
化
部
・
体
育
部
・
健

全
育
成
部
の
三
つ
の
専
門
部

が
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動

や
列
車
指
導
で
は
、
挨
拶
や

服
装
が
年
々
立
派
に
な
り
喜

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
本
校

は
学
校
行
事
が
盛
ん
で
、
生

徒
は
そ
の
感
動
を
と
お
し
て

成
長
し
て
い
き
ま
す
。
体
育

祭
の
準
備
や
競
技
審
判
、
文

化
祭
の
鍋
合
戦
や
キ
ャ
ン
ド

ル
ア
ー
ト
な
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は

行
事
で
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
生
徒
の
間
近

で
感
動
を
と
も
に
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
よ
り
良
い
学

校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
懸
命

に
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
や
先
生
方
を
、
し
っ
か
り

支
え
て
い
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

「青春白書全国か らの便り
―輝く姿がここ にある−」vol.１０

未来を見つめ、夢を追い求め、ひたすらに頑張る子どもたち。
その子どもたちを熱意をもって導く先生たち、

そしてＰＴＡの仲間の姿をお伝えします。

■
山
形
県
立
荒
砥
高
等
学
校

　
地
域
と
連
携
し
、

　
　
　
　

地
域
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
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「全高Ｐ連って、どんな人たちが活動しているの？何をしているの？」会員の皆様からのそんな質問にお答えしたい
と思います。全高Ｐ連は、各都道府県市高Ｐ連を通して各単位ＰＴＡの皆様とつながっています。全国５０団体から上がっ
てきた声に耳を傾け、社会の変化、そこから起こる問題点を見据え、子どもたちのために、よりよい環境を整え、健全
育成・安全・進路の保障のために活動しています。

各

種

委

員

会

全 国 高 等 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会

総　会―各都道府県市高Ｐ 連会長・理事・監事

理事会―理事および監事（理事は地区高Ｐ連より選出１８名 以上２３名以下うち会長１名副会長２名専務理事・常務理事１名、監事は３名）

総務委員会
会長、副会長、専務・常務理事、各委員会委員長で構成。理事会および総会に諮る事項、他の委員会の所掌に

属さないことについて話し合います。

健全育成委員会
・「子どもたちのメンタルヘルスと学習意欲」に関する事業	

全国４０００組の生徒・保護者アンケート調査を実施し分析します。その結果に基づいて５つの地区でシンポジウ

ム（青森、鹿児島、新潟、埼玉、京都）を行います。各校ＰＴＡへの伝達・活用をお願いします。	

・薬物乱用防止パンフレット「うちの子に限って」作成と啓発活動	

１０年間継続し高い評価をいただいているパンフレットを、高校生の保護者全員に配布します。ますます低年齢

化・深刻化してきている薬物乱用の予防・啓発を推進します。

・各記事業の成果を報告書やサマリーとし、全校配布およびネット経由での活用を図ります。

進路対策委員会
・「高校生と保護者の進路に関する意識調査」を（株）リクルートと共同で一年おきに実施しています（平成２１

年度に第４回調査）。調査結果から、保護者と子どもの意識の差、保護者の子どもたちを見守る力の低下など、

多くの課題が浮かび上がっています。今年度は、この結果が一人でも多くの保護者に伝わり現状の改善がなさ

れるように、調査の活用促進を図ります。	

・就職支援のための要請活動を、文部科学省、厚生労働省、都道府県市、経済団体等の関係機関に対して行って

います。

調査広報委員会
・「全高Ｐ連会報」の企画・編集・発行。年３回（８月・１２月・４月）。	

８月発行号は、全国大会参加者全員に配布します。多くの会員の皆様に会報をご覧いただき全高Ｐ連の活動を

周知していただきたいと思います。	

・全国大会東京大会における「全国単位ＰＴＡ広報紙展示事業」の実施	

・ＨＰの活用。月替わりで各都道府県市高Ｐ連から単位ＰＴＡの活動を紹介しています。また、活動について情

報発信しています。ぜひ一度、アクセスしてみてください。

研修委員会
研修委員会の所掌事項の一項目は【全国大会等本会主催の研修活動の企画に関すること】です。全国大会は《全

国高等学校ＰＴＡ会員が一堂に会し、青少年の健全育成の在り方について、熱く深くそれぞれの思いを語り合い、

家庭・学校・地域社会が抱える現代的課題について研究討議を行い、その諸問題の解決の方途を求める》ことを

目的として開催されるものです。本年度中には『全国大会の在り方、もち方についての申し送り事項』を成案と

して提出できるように、鋭意努力いたします。その他、今年度の東京大会成功に向けての最終調整、平成２３年度

北海道大会支援のための研究討議、平成２４年度和歌山大会の特別第３分科会テーマ決定などを重点課題として活

動します。

賠償責任補償制度運営委員会
この制度は、高校生が万が一加害者になった事故を補償する制度です。近年、特に自転車事故が多発、重大な

事故も毎年のように起きており、大変大切な制度になっています。今年度は、改定（掛け金の引き上げ、改定時

期など）に関する周知、移行期間の対応と、事故防止策についても検討を進めます。

評議員会（団体より１名）
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What's 全 高 Ｐ 連

賛助会員

関係諸団体

＊文部科学省

・中央教育審議会部会委員

　キャリア教育

　職業教育

・中央教育審議会生涯教育

　分科会委員

・大学入学者選抜方法の改善に関する協議

・国立大学附属高校の新たな活用方策等に関

する検討会

・早寝早起きご飯運動会議

・子どもを見守り育てるネッワーク推進会議

委嘱を受けた各種委員会

＊総務省

インターネット上の違法・有害情報への対応

に関する検討会

＊内閣府

・青少年インターネット環境の整備等に関す

る検討会

・違法・有害情報対策官民実務家ラウンド

テーブル

・男女共同参画推進連携会議

＊大学入試センター

大学入試センター試験に関する懇談会への参

加。

＊その他

・学校施設の在り方に関する調査研究、高等

学校部会

・専修学校教育の振興方策等に関する調査研

究協力者会議

＊社会教育団体

日本ＰＴＡ全国協議会、全国国公立幼稚園Ｐ

ＴＡ協議会、日本私立小学校中学校高等学校

保護者連合会はじめさまざまな社会教育団体

と情報交換を行い、必要に応じた連携活動を

行っています。

地

区

高

等

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

連

合

会

各

都

道

府

県

市

高

等

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

連

合

会

所

属

各

単

位

Ｐ

Ｔ

Ａ

・

会

員

全 国 高 等 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会

総　会―各都道府県市高Ｐ 連会長・理事・監事

理事会―理事および監事（理事は地区高Ｐ連より選出１８名 以上２３名以下うち会長１名副会長２名専務理事・常務理事１名、監事は３名）

・
北

海

道

・
青

森

県

・
岩

手

県

・
秋

田

県

・
宮

城

県

・
山

形

県

・
福

島

県

・
茨

城

県

・
栃

木

県

・
群

馬

県

・
埼

玉

県

・
千

葉

県

・
神
奈
川
県

・
山

梨

県

・
東

京

都

・
新

潟

県

・
富

山

県

・
石

川

県

・
福

井

県

・
長

野

県

・
岐

阜

県

・
静

岡

県

・
愛

知

県

・
三

重

県

・
大

阪

府

・
大

阪

市

・
京

都

府

・
京

都

市

・
滋

賀

県

・
奈

良

県

・
和
歌
山
県

・
兵

庫

県

・
神

戸

市

・
鳥

取

県

・
島

根

県

・
山

口

県

・
広

島

県

・
岡

山

県

・
徳

島

県

・
香

川

県

・
愛

媛

県

・
高

知

県

・
福

岡

県

・
佐

賀

県

・
長

崎

県

・
熊

本

県

・
大

分

県

・
宮

崎

県

・
鹿
児
島
県

・
沖

縄

県

九

州

地

区

中
四
国
地
区

近

畿

地

区

東

海

地

区

北
信
越
地
区

東

京

地

区

関

東

地

区

東

北

地

区

北
海
道
地
区
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平
成
二
十
二
年
度
第
一
回
通

常
総
会
が
六
月
十
九
日
（
土
）

に
、
東
京
お
茶
の
水
に
あ
る
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
総
会
に
は
来
賓
と
し
て
、

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局

神
代
浩
社
会
教
育
課
長
、
社
団

法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
相
川
敬
氏
、
日
本
私
立
小

学
校
中
学
校
高
等
学
校
保
護
者

連
合
会
会
長
新
延
克
己
氏
他
の

ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
会
冒
頭
の
高
間
会
長
の
挨
拶

に
引
き
続
き
、
神
代
課
長
が
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
、
そ
の
中
で
高

校
授
業
料
無
償
化
法
案
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
共
済
法
案
が
国
会
で
成
立
す

る
ま
で
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
の
前
半
で
は
、
第
一
号

議
案
の
平
成
二
十
一
年
度
事
業

報
告
が
審
議
さ
れ
、
賠
償
責
任

補
償
制
度
運
営
委
員
会
か
ら
出

さ
れ
た
全
高
Ｐ
連
賠
償
責
任
補

償
制
度
の
改
訂
に
関
す
る
こ
と

と
、
第
二
号
議
案
の
収
支
決
算

報
告
・
監
査
報
告
が
共
に
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
全
高
Ｐ
連
賠
償
責
任
補
償

制
度
」
は
、
高
校
生
が
万
が

一
の
加
害
事
故
を
補
償
す
る

と
い
う
制
度
で
、
本
連
合
会
に

加
盟
す
る
高
等
学
校
の
な
か
で

一
〇
〇
万
人
加
入
と
い
う
高
加

入
率
を
誇
る
制
度
で
す
が
、
こ

こ
数
年
、
高
額
賠
償
事
故
の
増

加
に
よ
っ
て
保
険
金
支
払
率
が

現
行
掛
金
を
大
幅
に
上
回
っ
て

い
る
た
め
に
、
今
回
の
改
訂
に

あ
た
り
、
平
成
二
十
三
年
四
月

か
ら
掛
金
を
現
行
二
〇
〇
円
か

ら
三
〇
〇
円
に
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。（
各
都
道
府
県
市
高
Ｐ

連
と
各
高
校
校
長
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
は
ご
案
内
の
文
書
を
お
届
け

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

第
三
号
議
案
の
沖
縄
大
会
の

決
算
報
告
の
承
認
可
決
に
続
い

て
第
四
号
議
案
の
平
成
二
十
二

年
度
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、

総
会
前
半
を
終
え
て
一
時
間
の

休
憩
に
入
り
ま
し
た
。

総
会
の
後
半
の
第
五
号
議
案

で
は
、
休
憩
中
に
開
催
さ
れ
た

第
一
回
理
事
会
の
人
事
案
報
告

が
あ
り
、
こ
れ
を
可
決
承
認
、

新
会
長
に
髙
間
專
逸
理
事
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
副
会
長
に
は
相
川
順
子

理
事
、
荻
荘
誠
理
事
が
選
任
さ

れ
て
三
役
が
続
投
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
専
務
、
常

務
理
事
他
、
評
議
員
、
各
委
員

会
人
事
等
す
べ
て
が
可
決
承
認

さ
れ
て
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度

社
団
法
人
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
第
一
回
総
会
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第
六
十
回
北
海
道
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
、

胆
振
・
日
高
大
会
が
、
六
月

十
一
日
（
金
）、
十
二
日
（
土
）

の
両
日
、
苫
小
牧
市
で
開
催

さ
れ
た
。
苫
小
牧
市
は
北
海

道
の
南
西
部
に
位
置
し
、
太

平
洋
を
臨
み
、
周
囲
に
は
、

我
が
国
初
の
野
鳥
の
聖
域「
サ

ン
ク
チ
ュ
ア
リ
」
や
カ
ル
デ

ラ
湖
の
支
笏
湖
が
あ
り
、
自

然
の
生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
観

光
都
市
で
も
あ
る
。

大
会
に
は
、
全
道
各
地
か

ら
千
二
百
七
十
余
名
も
の
会

員
の
参
加
を
得
て
、「
胆
振
・

日
高
の
原
野
を
巡
る
爽
や
か

な
風
の
中
で
、
心
豊
か
で
た

く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
た

ち
に
、
明
る
い
未
来
が
拓
か

れ
る
こ
と
を
願
い
、
語
り
あ

い
ま
し
ょ
う
」
の
大
会
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
も
と
、
二
日
間
に

わ
た
る
大
会
が
幕
を
開
け
た
。

開
会
式
で
、
髙
間
会
長

は
、
二
十
三
年
度
に
開
催
さ

れ
る
第
六
十
一
回
全
国
高
Ｐ

連
大
会
北
海
道
大
会
に
つ
い

て
「
オ
ー
ル
北
海
道
で
臨
め

る
よ
う
、
北
海
道
の
子
ど
も

た
ち
や
地
域
を
前
面
に
出
し

て
素
晴
ら
し
い
大
会
に
し
た

い
」と
期
待
を
述
べ
た
。
ま
た
、

社
会
環
境
が
も
た
ら
す
変
化

や
課
題
に
ふ
れ
、「
親
自
身
も

子
育
て
に
自
信
を
失
い
が
ち

に
な
っ
て
い
る
。
孤
立
し
て

悩
む
の
で
は
な
く
、
と
も
に

悩
み
や
苦
し
み
を
語
り
合
い

解
決
策
を
探
る
た
め
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
活
動
し
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
役

割
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

続
い
て
表
彰
式
に
移
り
、

単
Ｐ
役
員
、
道
高
Ｐ
連
役
員

等
を
退
任
し
た
三
五
三
名
の

方
々
と
一
団
体
へ
功
績
表
彰

並
び
に
感
謝
状
の
贈
呈
な
ど

が
行
わ
れ
、
開
会
式
が
滞
り

な
く
終
了
し
た
。

第
一
日
目
の
講
演
で
は
、

地
元
の
苫
小
牧
工
業
高
校
の

卒
業
生
で
、『
光
る
女
』『
光

る
大
雪
』
な
ど
を
執
筆
し
た

作
家
の
小
檜
山
博
氏
が
「
教

育
と
は
何
か
」
と
題
し
て
講

演
を
行
っ
た
。
自
分
の
貧
し

か
っ
た
生
い
立
ち
や
体
験
談

を
踏
ま
え
、
教
育
と
は
人
間

の
生
き
方
を
教
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
生
き
る
力
と

し
て
、
他
人
の
心
を
考
え
る

力
や
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
力
が
大
切
で
あ
る
と
呼

び
か
け
た
。「
ど
う
し
て
学
校

に
行
く
の
か
。
な
ぜ
勉
強
す

る
の
か
」
と
い
う
根
源
的
な

問
い
に
対
し
、
氏
は
、「
し
っ

か
り
と
し
た
考
え
を
持
た
な

く
て
は
な
ら
な
い
」、「
い
い

と
こ
ろ
に
就
職
す
る
た
め
」

と
い
う
風
潮
に
流
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、「
ち
ゃ
ん
と
し
た

理
想
・
夢
を
持
っ
て
生
き
る

た
め
に
自
分
を
磨
い
て
ゆ
く
」

こ
と
が
「
教
育
」
で
は
な
い

の
か
と
提
言
さ
れ
、
高
校
生

を
持
つ
親
に
大
き
な
示
唆
を

与
え
て
く
れ
た
。

大
会
二
日
目
は
、
市
内
の
二

高
校
に
、
四
十
二
の
分
科
会
を

設
定
し
、
地
域
・
学
校
が
異

な
る
単
Ｐ
会
員
た
ち
の
活
発

な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
保

護
者
や
先
生
の
、
子
ど
も
た
ち

に
寄
せ
る
熱
い
思
い
を
感
じ
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
、
会
員

同
士
が
本
音
で
語
り
合
え
る
、

実
り
あ
る
交
流
と
な
っ
た
。

北
海
道
地
区
　
胆
振
・
日
高
大
会

　
　

価
値
観
の
多
様
化
時
代

子
供
た
ち
の
主
体
性
を
育
む
　
意
欲
的
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
　

平成２２年度　社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会役員・委員名簿
役職名 氏　　名 地区名 県名 備　　考
理事・会長 髙間　專逸 北海道 北海道 北海道地区会長
理事･副会長 相川　順子 東			北 青 森 健全育成委員会担当
理事･副会長 荻荘　　誠 北信越 新 潟 進路対策委員会担当

専務理事 三浦　啓亨 九 州 大 分 調査広報委員会担当
常務理事 工藤　重信 東 北 岩 手 東北地区会長、研修委員会担当
理 事 榊原　綾子 北海道 北海道 調査広報委員会委員長
理 事 松本　衆司 北海道 北海道 研修委員会委員長
理 事 伊藤　　均 東 北 宮 城
理 事 鈴木　定浩 関 東 栃 木 関東地区会長
理 事 石井　博臣 関 東 千 葉
理 事 高橋多佳子 東			京 東 京 東京地区会長
理 事 芝田　直樹 東			京 東 京 進路対策委員
理 事 揚原　安麿 北信越 福 井 北信越地区会長、健全育成委員会委員長
理 事 木村まゆみ 北信越 石 川 健全育成委員
理 事 長坂　光司 東			海 愛 知 東海地区会長、調査広報委員
理 事 日比野淳治 東			海 岐 阜 健全育成委員
理 事 小川　治彦 近			畿 滋 賀 近畿地区会長
理 事 伊藤　　靖 近			畿 兵 庫
理 事 池内　勝彦 中四国 鳥 取 中国・四国地区会長、進路対策委員長
理 事 中河原圭司 中四国 広 島
理 事 北川　武一 九			州 沖 縄 九州地区会長
理 事 大澤　俊朗 九			州 福 岡
理 事 北沢　好一 事務局長、全国高等学校長協会

代表監事 岸　　千明 関			東 神奈川 退任理事
監 事 山口　　明 東			京 東			京 退任理事
監 事 西原　英男 近			畿 和歌山

顧 問 髙橋　正夫 九			州 大 分 前会長
相談役 藤井　久丈 北信越 富			山 元会長
相談役 小栗　　洋 全国高等学校長協会事務局長

総 務 委 員 会
職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名 職　名 所属県名 氏　名
委員長 大 分 三浦　啓亨 副会長 新 潟 荻荘　　誠 委 員 北海道 松本　衆司
会 長 北海道 髙間　專逸 委 員 岩 手 工藤　重信 委 員 福 井 揚原　安麿
副会長 青 森 相川　順子 委 員 北海道 榊原　綾子 委 員 鳥 取 池内　勝彦

進 路 対 策 委 員 会
委員長 鳥 取 池内　勝彦 委 員 秋 田 菅原　広二 委 員 三 重 廣　耕太郎
担当役員 新 潟 荻荘　　誠 委 員 群 馬 宇井　正典 委 員 大阪市 大西　久男
副委員長 長 崎 岡田　康信 委 員 東 京 芝田　直樹
委 員 北海道 山本　富造 委 員 富　山 毛利　一朗

研 修 委 員 会
委員長 北海道 松本　衆司 委 員 山 梨 佐藤　茂樹 委 員 和歌山 西原　英男
担当役員 岩 手 工藤　重信 委 員 東 京 青木真佐枝 委 員 熊 本 田上　　忍
副委員長 山 口 多々良健司 委 員 長 野 片山　康光
委 員 宮 城 伊藤　　均 委 員 静 岡 豊岡　武士

健 全 育 成 委 員 会
委員長 福 井 揚原　安麿 委 員 東 京 本間　正樹 委 員 高 知 尾田　安広
担当役員 青 森 相川　順子 委 員 石 川 木村まゆみ 委 員 鹿児島 遠矢　仁司
副委員長 北海道 孫竹　昌幸 委 員 岐 阜 日比野淳治
委 員 埼 玉 松本　裕史 委 員 京都府 卯瀧　俊明

調 査 広 報 委 員 会
委員長 北海道 榊原　綾子 委 員 山 形 桂木　宣均 委 員 新 潟 齋藤　　隆
担当役員 大 分 三浦　啓亨 委 員 茨 城 白井　明夫 委 員 奈 良 榎堀　秀樹
副委員長 愛 知 長坂　光司 委 員 東 京 近澤　五月 委 員 徳 島 岩佐　徳雄

賠償責任補償制度運営委員会
委員長(担当役員) 青 森 相川　順子 委 員 東 京 髙橋多佳子 委 員 奈 良 榎堀　秀樹
委 員 北海道 野瀬　政裕 委 員 新 潟 丸田　　堯 委 員 広 島 中河原圭司
委 員 埼 玉 須田　　保 委 員 岐 阜 石井　修一 委 員 熊 本 田中　和幸

一般社団法人移行準備委員会
委員長 新 潟 荻荘　　誠 委 員 青 森 相川　順子 委 員 秋 田 工藤　元博
会 長 北海道 髙間　專逸 専門委員 岩 手 工藤　重信
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第
五
十
九
回
東
北
地
区
高

Ｐ
連
盛
岡
大
会
は
、
七
月
八

日（
木
）
～
九
日（
金
）
み
ち

の
く
の
古
都
岩
手
県
盛
岡
市

に
お
い
て
、
東
北
六
県
よ
り

千
八
百
名
の
参
加
者
を
得
て

開
催
さ
れ
た
。

初
日
は
、
大
会
運
営
会
議

お
よ
び
研
究
協
議
委
員
会
が

開
か
れ
、
夕
方
に
は
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡

ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
に
お
い
て

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
工
藤
重
信
大
会
会
長

の
挨
拶
に
続
き
法
貴
敬
県
教

育
長
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

鏡
開
き
、
乾
杯
の
あ
と
、
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
祝

宴
と
な
っ
た
。「
ミ
ス
・
さ

ん
さ
」
に
よ
り
、
世
界
一
の

太
鼓
パ
レ
ー
ド
と
し
て
ギ
ネ

ス
ブ
ッ
ク
に
も
認
定
さ
れ
て

い
る
、「
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
」

が
は
な
や
か
に
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
、
会
場
を
魅
了
し
た
。

大
会
二
日
目
は
盛
岡
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
盛
岡
第

一
高
校
放
送
委
員
会
に
よ
る

宮
澤
賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ

ズ
」
の
朗
読
で
開
幕
と
な
っ

た
。
相
川
順
子
全
国
高
Ｐ
連

副
会
長
、
工
藤
大
会
会
長

の
挨
拶
と
達
増
拓
也
県
知

事
、
谷
藤
裕
明
盛
岡
市
長
の

祝
辞
に
続
き
、
表
彰
状
・
感

謝
状
の
贈
呈
と
、
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。
続
く
研
究
協
議
で
は
各

県
か
ら
実
践
活
動
の
発
表
が

な
さ
れ
、
玉
真
之
介
岩
手
大

学
副
学
長
と
佐
々
木
淳
県
教

委
産
業
教
育
担
当
課
長
よ
り

助
言
を
い
た
だ
い
た
。
昼
食

時
に
は
北
上
翔
南
高
校
鬼
剣

舞
部
の
演
舞
が
披
露
さ
れ
た
。

午
後
か
ら
は
記
念
講
演
と

し
て
、
前
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
所
長
山
折
哲
雄

先
生
を
お
迎
え
し
、「
親
の

背
中
、
こ
ど
も
の
素
顔
」
と

題
す
る
お
話
を
い
た
だ
き
、

大
き
な
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
。

大
会
の
最
後
は
盛
岡
第
二

高
校
箏
曲
部
に
よ
る
演
奏
と

不
来
方
高
校
音
楽
部
に
よ
る

合
唱
が
披
露
さ
れ
た
。
会
場

全
体
が
素
晴
ら
し
い
音
楽
の

世
界
へ
と
い
ざ
な
わ
れ
、
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
余
韻
の

中
、
東
北
地
区
盛
岡
大
会
は

幕
を
閉
じ
、
次
年
度
開
催
地

で
あ
る
宮
城
県
で
の
再
会
を

楽
し
み
に
散
会
と
な
っ
た
。

開
港
一
五
〇
周
年
を
迎

え
た
国
際
都
市
横
浜
で
、
第

五
十
六
回
、
関
東
地
区
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
神

奈
川
大
会
が
、七
月
八
日（
木
）・

九
日（
金
）の
両
日
、
関
東
七

県
か
ら
、
約
五
〇
〇
〇
名
の

参
加
者
を
迎
え
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
一
日
目
の
全
体
会

は
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
国
立

大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
開
会

式
で
は
、
実
行
委
員
長
で
あ

る
岸
千
明
氏
が
、「
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
が
一
体
と
な
り
教
育
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
全

力
で
応
援
し
た
い
。」
と
、
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
神
奈
川
県
知
事
松

沢
成
文
氏
を
は
じ
め
、
来
賓

の
皆
さ
ま
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

対
す
る
功
労
者
表
彰
、
大
会

宣
言
文
の
発
表
と
、
滞
り
な

く
進
行
し
、
予
定
通
り
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
脚
本
家
の
山
田

太
一
先
生
に
よ
る
、「
出
会
っ

た
人
々
を
糸
口
に
」
と
題
し

た
記
念
講
演
で
は
、
五
十
余

年
に
わ
た
る
、
映
画
や
テ
レ

ビ
、
小
説
の
世
界
で
生
き
て

き
た
経
験
談
。
そ
の
中
で
、

出
会
っ
た
人
々
の
中
で
心
を

打
た
れ
た
こ
と
、
教
え
ら
れ

た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
考

え
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
人

間
関
係
づ
く
り
を
お
話
さ
れ
、

子
ど
も
の
教
育
に
お
い
て
、

親
は
先
生
と
は
違
う
こ
と
、

よ
っ
て
、
教
育
論
よ
り
人
生

論
を
話
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
、
心
を
打
つ
す

ば
ら
し
い
講
演
を
い
た
だ
き
、

参
加
者
を
魅
了
し
て
お
り
ま

し
た
。

大
会
二
日
目
は
分
科
会
と

な
り
、
横
浜
市
内
六
会
場
に

お
い
て
、
各
県
代
表
に
よ
る

取
組
発
表
や
、
識
者
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

等
、活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、

大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

時
代
の
変
化
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

も
大
き
く
変
化
し
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

あ
る
い
は
親
と
し
て
、
子
ど

も
や
学
校
に
ど
う
接
し
、
関

わ
っ
て
い
く
か
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
有
意
義
な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

関
東
地
区
　
神
奈
川
大
会

　
飛

翔

学

び

行

動

す

る

Ｐ

Ｔ

Ａ

東
北
地
区
　
盛

岡

大

会

　
　

歩
も
う
　

こ
の
道
　

受
け
止
め
よ
う
　

こ
の
気
魄

　
ー
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
と
は
ー
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七
月
十
日
、
都
立
日
比
谷

高
校
に
隣
接
す
る
星
陵
会
館

を
会
場
と
し
て
第
二
十
二
回

東
京
地
区
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

茫
漠
と
し
捉
え
に
く
く
、

学
校
現
場
に
お
い
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
に
つ
い
て
、
保
護
者

と
し
て
、
ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し

て
の
視
点
の
転
換
と
取
り
組

む
べ
き
課
題
へ
の

気
づ
き
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え

つ
つ
準
備
を
進
め

ま
し
た
。

基

調

講

演

で

は
、「
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
心
理
学
」

な
ど
を
著
さ
れ

て
い
る
下
村	

英

雄	

先
生
に
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
必
要

性
、
ま
た
、
家
庭

で
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
重
要
性
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
川
田
孝
一
先
生
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
、
ま
た
下

村
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
日
比
谷
高

校
や
久
留
米
西
高
校
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
取
り
組
み
事
例

紹
介
、
保
護
者
の
体
験
、

二
十
一
年
度
に
実
施
し
た

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
な
ど

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
連
携
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ
り
方
を

考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

特
に
こ
の
テ
ー
マ
は
、
第

六
十
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
大
会
東
京
大
会
を

通
し
て
全
国
の
皆
様
で
取
り

組
む
課
題
と
し
て
提
案
し
ま

し
た
が
、
東
京
都
で
は
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
三
年
間
取
り
上

げ
て
き
た
の
で
、
今
回
の
地

区
大
会
は
そ
の
集
大
成
と
す

べ
く
位
置
づ
け
た
も
の
で
し

た
。

平
成
二
十
二
年
度
北
信
越

地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
研
究
大
会
福
井
大
会

は
、
梅
雨
の
時
期
に
も
か
か

わ
ら
ず
天
候
に
恵
ま
れ
七
月

九
日
（
金
）・
十
日
（
土
）

の
両
日
、
北
信
越
五
県
か
ら

約
一
三
〇
〇
名
の
参
加
を
得

て
、
福
井
市
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
プ
ラ
ザ
を
中
心

に
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
川

上
賢
正
北
信
越
地
区

高
Ｐ
連
会
長
が
、「
北

信
越
各
地
か
ら
一
堂

に
会
し
て
教
育
諸
問

題
に
つ
い
て
語
り
合

う
こ
と
は
き
わ
め
て

意
義
深
い
。
福
井
ら

し
い
福
井
な
ら
で
は

の
大
会
に
し
た
い
。」
と
、

髙
間
專
逸
全
国
高
Ｐ
連
会
長

が
、「
こ
の
時
期
全
国
九
地

区
で
大
会
を
開
催
し
て
い

る
。
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
、
積
極
的
に
論
議
を
深
め

て
欲
し
い
。」
と
挨
拶
を
行
っ

た
。
次
い
で
北
信
越
地
区
の

高
Ｐ
連
活
動
で
功
労
の
あ
っ

た
三
五
名
に
表
彰
状
が
渡
さ

れ
た
。
広
部
正
紘
県
教
育
長
、

東
村
新
一
福
井
市
長
の
祝
辞

が
あ
っ
て
開
会
式
は
終
了
し

た
。歓

迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
福
井
商
業
高
校
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
メ

ン
バ
ー
が
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
、
満
場
の
参

加
者
か
ら
喝
采
を
浴
び
た
。

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ

ラ
ザ
等
三
会
場
で
行

わ
れ
た
四
つ
の
分
科

会
（
高
校
教
育
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
進
路
指
導
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
生
徒
指
導

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
家
庭
教

育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
で
は
、

研
究
発
表
形
式
で
、

五
県
二
十
校
か
ら
実

践
例
を
も
と
に
素
晴

ら
し
い
発
表
が
な
さ
れ
、
ど

の
分
科
会
の
参
加
者
も
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

今
回
初
め
て
「
生
徒
ど
う

し
に
よ
る
人
間
力
育
成
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
試
み
た
特
別
分

科
会
で
は
、
学
校
で
実
践
し

て
い
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
た

後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。
各
パ
ネ
リ
ス
ト

に
よ
る
運
営
上
の
様
々
な
苦
労

や
課
題
が
述
べ
ら
れ
、
巧
み
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
進
行
で

素
晴
ら
し
い
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

二
日
目
は
主
会
場
の
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
で
、
九
時

か
ら
福
井
県
知
事
西
川
一
誠

氏
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
新

し
い
教
育
、
福
井
の
教
育
～

人
間
力
育
成
っ
て
、
何
だ
？

～
」
と
題
す
る
記
念
講
演
と
、

三
谷
宏
治
氏
か
ら
特
別
分
科

会
報
告
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

後
、
三
谷
氏
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
西
川
知

事
ら
四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に

よ
る
ト
ー
ク
を
行
い
、
身
近

な
話
題
や
ホ
ッ
ト
な
見
解
が

披
露
さ
れ
、
多
く
の
会
員
が

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

次
い
で
閉
会
式
に
移
り
、

大
会
宣
言
文
を
採
択
し
、
次

年
度
開
催
地
の
石
川
県
高
Ｐ

連
代
表
の
挨
拶
後
、
川
上
会

長
の
閉
会
の
挨
拶
で
、
二
日

間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
た
北
信

越
地
区
研
究
大

会
は
成
功
裏
に

幕
を
閉
じ
た
。

北
信
越
地
区
　
福

井

大

会

　
親
自
身
が
わ
が
身
を
顧
み
、

子
ど
も
と
共
に
自
分
の
「
人
間
力
」
磨
き
か
ら
始
め
よ
う

東
京
地
区
　
東

京

大

会

　
未
来
を
創
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
子
ど
も
と
地
域
を
育
む
Ｐ
Ｔ
Ａ
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平
成
二
十
二
年
度
東
海
地

区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
「
愛
知
大
会
」
が
去
る
六

月
十
八
日
（
金
）
に
名
古
屋

市
公
会
堂
大
ホ
ー
ル
を
会
場

と
し
て
、
東
海
四
県
か
ら
約

一
六
〇
〇
人
の
役
員
・
理
事
・

会
員
の
皆
様
の
参
加
を
得
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
東
海
高
Ｐ
連
の

長
坂
光
司
会
長
と
全
高
Ｐ
連

の
相
川
順
子
副
会
長
の
挨

拶
、
続
い
て
今
井
秀
明
愛
知

県
教
育
長
、
山
田
賢
一
愛
知

県
公
立
高
等
学
校
長
会
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
は
カ
レ
ー
ハ
ウ
ス

C
oC
o

壱
番
屋
創
業
者
、
宗
次

德
二
氏
に
よ
る
「
仕
事
に
人

生
を
捧
げ
ろ
～
青
少
年
に
職

業
意
識
を
ど
う
伝
え
る
か
～
」

で
す
。
全
国
チ
ェ
ー
ン
を
展

開
し
て
成
功
し
た
秘
訣
は
、

い
つ
も
笑
顔
で
接
し
、
店
を

き
れ
い
に
掃
除
す
る
こ
と
な

ど
、
お
客
さ
ん
が
喜
ぶ
こ
と

を
第
一
に
考
え
る
こ
と
を
心

掛
け
た
。
望
ま
し
い
職
業
観

を
育
成
す
る
う
え
で
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近

の
経
営
者
が
、
ほ
ど
ほ
ど
に

仕
事
を
し
て
趣
味
に
走
る
傾

向
を
危
惧
し
、
仕
事
を
趣
味

と
し
て
仕
事
に
人
生
を
捧
げ

る
こ
と
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
協
議
題
Ⅰ
は
「
学
校

教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
で
愛
知
県

立
豊
橋
商
業
高
等
学
校
原
田

和
宣
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
、「
学

校
か
ら
の
発
信
と
親
の
思
い

を
繋
ぐ
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
～
学
校

の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

～
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
学

校
の
文
化
祭
へ
の
出
店
、

国
際
交
流
事
業
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
へ
の
協
力
な
ど
例
年

実
施
す
る
ほ
か
、
部
活
動
に

お
い
て
父
母
会
を
結
成
し
部

活
動
の
支
援
、
部
活
動
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
や
悩
み
の

話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
学
校
と
の

連
携
を
深

め
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と

し
て
の
役

割
を
果
た

そ
う
と
し

て
い
ま
す
。

研
究
協

議
題
Ⅱ
は

「
進
路
指

導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
で
、
三
重
県

立
桑
名
高
等
学
校
種
村
栄
二

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
、「
桑
名
高

校
の
現
況
に
即
し
た
支
援
活

動
と
し
て
の
取
組
み
」
を
発

表
し
ま
し
た
。
有
数
の
進
学

校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
徒

の
進
路
選
択
に
保
護
者
も
関

心
を
も
つ
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

大
学
見
学
を
企
画
し
、
東
海

地
区
を
中
心
に
研
修
旅
行
を

例
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
見

学
先
の
大
学
で
、
大
学
の
現

状
に
つ
い
て
の
説
明
や
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

を
実
施
し
、
地
域
関
係
者
の

参
加
も
得
て
、
地
域
と
の
連

携
を
深
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

第
三
十
六
回
近
畿
地
区
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

は
、七
月
三
日（
土
）四
日(

日)

水
の
都
、
大
阪
の
地
に
近
畿

各
府
県
市
よ
り
約
三
一
〇
〇

余
名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

大
会
前
日
は
、
ホ
テ
ル
ア

ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
に
て
総
会
と
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
各
種
案
件
が

承
認
さ
れ
、
小
川
滋
賀
県
会

長
が
新
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

府
市
の
教
育
員
会
・
府
市
の

校
長
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
来
賓
を
お
迎
え
す
る

と
と
も
に
、
大
阪
市
立
中
央

高
校
の
勇
ま
し
い
太
鼓
演
奏

の
ス
テ
ー
ジ
が
交
流
会
に
華

を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

七
月
四
日
、
大
阪
国
際
会

議
場
に
て
、
大
阪
府
立
寝
屋

川
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
歓

迎
演
奏
で

参
加
者
を

迎
え
、
山

下
実
行
委

員
長
の
開

会
の
こ
と

ば
で
式
典

が
開
始
さ
れ
、
綛
山
大
阪
府

副
知
事
、
平
松
大
阪
市
長
か

ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
各
種

表
彰
等
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
大
阪
府
立
夕

陽
丘
高
校
生
の
生
熊
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
独
奏
、
東
大
阪
市
立

高
校
吹
奏
楽
部
の
マ
ー
チ
ン

グ
演
奏
で
場
を
盛
り
あ
げ
て

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
レ
モ
ン
さ
ん
の
愛
称
の

ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
山
本
シ
ュ
ウ
さ

ん
の
迫
力
あ
る
記
念
講
演

は
、
非
常
に
評
判
が
よ
く
、

保
護
者
に
多
く
の
活
力
と
勇

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
各
分
科
会
に

分
か
れ
、
第
１
～
３
分
科
会

に
お
い
て
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
活
用
し
た
そ
れ
ぞ
れ

ユ
ニ
ー
ク
な
実
践
発
表
が
行

わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
、盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

特
別
分
科
会
は
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
基
調
講
演
で
し
た
。

前
半
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
先
生
方
で
結
成
さ
れ

た
「
愛
燦
燦
」
の
ソ
ー
ラ
ン

を
、
大
阪
府
立
山
田
高
校
の

華
麗
な
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
踊

り
と
優
雅
創
作
舞
踊
を
大
手

前
高
校
の
楽
し
い
「
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
踊
り
を
大
阪
府

立
今
宮
高
校
の
迫
力
満
点
の

「
ソ
ー
ラ
ン
・
青
春
踊
踊

（
お
）
り
な
す
万
華
鏡
！
」

を
次
々
に
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
保
護
者
を
中
心

に
生
徒
、
先
生
が
一
体
と

な
っ
て
、
大
阪
名
物
「
河
内

音
頭
」
に
合
わ
し
て
踊
り
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

後
半
の
基
調
講
演
で
は
、

常
磐
会
学
園
大
学
教
授
佐
谷

先
生
の
お
話
は
、
高
校
の
教

鞭
時
代
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

実
践
に
裏
打
ち
さ
れ
た
内
容

を
淡
々
と
話
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
が
、
客
席
か
ら
は
笑

い
が
絶
え
な
い
な
ご
や
か
な

講
演
に
な
り
、好
評
で
し
た
。

近
畿
地
区
　
大

阪

大

会

　
学
校
力
を
高
め
、
人
間
力
を
育
む
　
大
き
な
輪
を

～
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
心
を
つ
な
ぎ
　
子
ど
も
た
ち
の
志
や
夢
を
育
て
よ
う
～ 

東
海
地
区
　
愛

知

大

会

　
キ

ャ

リ

ア

教

育

と

Ｐ

Ｔ

Ａ

の

役

割
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第
五
十
二
回
中
国
・
四
国

地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
大
会
鳥
取
大
会
は
七
月
九

日
（
金
）、
鳥
取
市
に
中
・

四
国
各
県
よ
り
一
五
〇
〇
余

名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

開
会
式
の
挨
拶
で
、
荻
荘

全
高
Ｐ
連
副
会
長
は
全
高
Ｐ

連
の
活
動
の
実
態
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
一
般
会
員
に
は

と
も
す
る
と
分
か
り
に
く
く

な
っ
て
い
る
全
高
Ｐ
連
の
活

動
の
必
要
性
、
大
切
さ
を
参

加
会
員
に
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
挨
拶
で
あ
っ
た
。

研
究
協
議
で
は
「
新
た
な

る
旅
立
ち
」
～
大
津
緑
陽
高

校
開
校
へ
の
軌
跡
～
と
題
し

て
、
田
村
健
次
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

（
山
口
県
）
が
普
通
科
高
校
、

水
産
高
校
、
農
業

高
校
が
統
合
し
て
、

時
代
に
対
応
す
る

新
設
高
校
設
立
へ

学
校
・
行
政
そ
し

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て

い
っ
た
か
に
つ
い

て
発
表
し
た
。
ま

た
「
今
、
保
護
者

と
し
て
す
る
べ
き
事
は
？
」
～

も
っ
と
地
域
に
出
向
い
て
み
よ

う
～
と
題
し
て
奥
田
竜
三
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
（
広
島
県
）
が
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
生
徒
と
と
も
に
地
域
の
方
々

と
積
極
的
に
ふ
れ
あ
う
こ
と

を
と
お
し
て
、
人
間
力
を
育
て

る
教
育
を
地
域
か
ら
授
か
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て

発
表
し
た
。「
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
～
今
、
私
た
ち
保

護
者
に
で
き
る
こ
と
～
と
題
し

て
発
表
し
た
新
宮
美
津
代
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
（
鳥
取
県
）
は
子
ど

も
た
ち
の
進
路
を
考
え
る
な

か
に
お
い
て
、
生
徒
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
不

十
分
さ
に
気
付
き
、
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
い
く
と
、
子
ど
も
た

ち
も
そ
れ
に
反
応
し
て
く
れ
る

こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
の
で
こ
れ
を

さ
ら
に
発
展
し
た

い
と
発
表
し
た
。

次
に
開
催
県
で

あ
る
鳥
取
県
３
高

校
の
「
高
校
生
に

よ
る
発
表
」
太
鼓

の
演
奏
、
新
体
操
、

郷
土
芸
能
を
披
露

し
、
鳥
取
県
の
子
ど
も
た
ち
の

は
つ
ら
つ
と
し
た
姿
を
参
加
者

に
見
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

講
演
で
は
、
地
元
出
身
の

マ
ル
タ
氏
（
サ
ッ
ク
ス
奏
者
）

に
「
音
楽
が
つ
な
ぐ
親
子
の

絆
、
い
い
関
係
、
勇
気
と
希

望
」
と
題
し
て
講
演
と
演
奏

を
し
て
い
た
だ
い
た
。
音
楽

家
に
な
る
夢
を
果
た
す
た
め

に
自
分
の
歩
ん
だ
道
を
振
り

返
り
、
保
護
者
に
ど
の
よ
う

に
子
ど
も
に
関
わ
っ
て
や
っ

て
欲
し
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
送
ら
れ
た
。
ま
た
話
の
合

間
、
合
間
に
サ
ッ
ク
ス
の
演

奏
を
入
れ
な
が
ら
の
お
話
で

一
流
奏
者
の
講
演
と
演
奏
が

同
時
に
聴
け
る
と
い
う
素
晴

ら
し
い
講
演
と
な
っ
た
。

第
五
十
四
回
九
州
地
区
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会

が
ば
い
響
け
佐
賀
大
会
が
、

六
月
十
七
日
（
木
）・
十
八

日
（
金
）
の
両
日
、
佐
賀
市

で
開
催
さ
れ
た
。

第
一
日
は
、
理
事
会
・
総
会

が
開
か
れ
、
平
成
二
十
一
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
計

画
並
び
に
予
算
案
審
議
、
そ

し
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
。

第
二
日
は
、
宮
崎
県
連
合

会
の
会
員
は
、
口
蹄
疫
の
被

害
拡
散
防
止
の
た
め
大
会
参

加
を
自
粛
さ
れ
、
八
名
の
参

加
と
な
り
、
総
勢
二
千
九
百

名
の
参
加
者
と
な
っ
た
。
会

場
三
カ
所
に
「
が
ん
ば
れ
！

宮
崎
」
の
気
持
ち
を
込
め
た

募
金
箱
を
設
置
し
、
会
員
の

皆
様
に
支
援
を
お
願
い
し
た
。

午
前
中
の
分
科
会
で
は
、

第
一
分
科
会
「
青
少
年
の
健

全
育
成
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」、

第
二
分
科
会
「
進
路
指
導
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
に
事
例
発
表
が
あ
り
、

質
疑
応
答
・
意
見
交
換
が

活
発
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、

熱
気
に
溢
れ
た
。
第
三
分
科

会
で
は
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
の
テ
ー
マ
の
も

と
に
、
基
調
講
演
の
後
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。
フ
ロ
ア
ー
か
ら

次
々
と
質
問
が
出
さ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
昼
食

時
に
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
佐
賀
商
業
高
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
伊
万
里
農
林
高

校
の
「
至
誠
竜
神
」
太
鼓
部

の
演
舞
が
披
露
さ
れ
、
大
変

好
評
で
あ
っ
た
。

開
会
式
で
は
、
小
出
九
高

Ｐ
連
会
長
の
挨
拶
の
後
、
個

人
・
団
体
及
び
広
報
紙
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
、
感
謝
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て

荻
荘
全
高
Ｐ
連
副
会
長
の
挨

拶
、
古
川
佐
賀
県
知
事
の
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。
全
体
会

で
は
、
分
科
会
報
告
、
九
高

Ｐ
連
活
動
報
告
が
あ
り
、
最

後
に
大
会
宣
言
決
議
文
を
採

択
し
て
終
了
し
た
。
記
念
講

演
で
は
、
教
育
評
論
家
の
尾

木
直
樹
氏
に
「
子
ど
も
の
危

機
を
ど
う
見
る
か
」
の
演
題

で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
が
、

尾
木
先
生
の
柔
ら
か
い
口
調

の
講
演
ぶ
り
に
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
記
念
講
演

の
講
師
と
し
て
、
尾
木
先
生

に
お
願
い
し
た
こ
と
に
間
違

い
が
な
か
っ
た
こ
と
を
確
信

し
た
。
閉
会
式
で
は
、
次
期

開
催
県
の
沖
縄
県
連
に
九
高

Ｐ
連
旗
を
引
き
継
ぎ
、
大
会

の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

大
会
を
通
し
て
、
子
育
て

の
原
点
は
「
家
庭
」
で
あ
る

こ
と
を
再
確
認
す
る
と
と
も

に
、
響
き
あ
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
大
会
が
「
記
憶
に
残

る
」
大
会
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

九
州
地
区
　
佐

賀

大

会

　
響
け
心
に
　
親
の
思
い
　
子
の
願
い

　
　
～
夢
見
て
一
歩
　
信
じ
て
一
歩
　
確
か
な
明
日
へ
～

中
四
国
地
区
　
鳥

取

大

会

　
手
と
手
っ
　
と
り
あ
っ
て

　
　
～
と
も
に
学
び
　
と
も
に
未
来
へ
～

記念講演講師
尾木直樹　氏



（12）㈳全高Ｐ連会報〈第６７号〉平成２２年８月１５日

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
０
、
世
界
の
大
舞

台
で
活
躍
す
る
日
本
の
若
き

力
を
み
た
。
今
、
子
ど
も
た

ち
の
意
欲
や
学
力
な
ど
様
々

な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
一

方
で
、
言
葉
や
生
活
習
慣
な

ど
様
々
な
違
い
を
越
え
て
、

世
界
の
中
で
国
際
人
と
し
て

活
躍
す
る
若
者
も
確
実
に
増

え
て
い
る
。
彼
ら
に
続
く
高

校
生
が
育
っ
て
い
る
。
世
界

を
心
で
感
じ
交
流
を
深
め
る

子
ど
も
た
ち
。い
つ
の
日
か
、

日
本
が
今
抱
え
て
い
る
国
際

的
な
問
題
を
、
こ
の
子
ど
も

た
ち
が
新
し
い
力
で
解
決
し

て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

昨
年
八
月
六
日
か
ら
九
日

の
間
、
北
方
四
島
交
流
訪
問

団
の
一
員
と
し
て
本
校
生
徒

二
名
と
共
に
国
後
島
へ
行
く

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
交
流
訪
問
は
別
名
を
「
ビ

ザ
な
し
訪
問
」
と
言
わ
れ
、

全
道
の
中
高
校
生
や
教
育
関

係
者
が
北
方
四
島
の
住
民
と

交
流
を
目
的
と
し
て
、
平
成

四
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
生
徒
は
初
め
て
訪

れ
た
国
後
島
で
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
中
で
も
、
各
家
庭
を

訪
問
す
る
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

で
は
、
伝
統
料
理
で
あ
る
ボ

ル
シ
チ
や
水
餃
子
に
似
た
ペ

リ
メ
ニ
な
ど
の
食
事
を
ご
馳

走
に
な
っ
た
り
、
生
活
習
慣

を
は
じ
め
島
民
の
方
の
暮
ら

し
ぶ
り
に
直
接
触
れ
た
り
と
、

と
て
も
た
く
さ
ん
の
発
見
が

あ
り
、
わ
ず
か
二
時
間
と
い

う
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
有
意
義
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
中
高
校
生

と
の
サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
、

両
者
互
角
の
戦
い
で
白
熱
し

た
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
盛
り
上
が
り

を
聞
き
つ
け
た
近
隣
住
民
の

方
も
大
勢
応
援
に
駆
け
つ
け
、

思
い
も
か
け
な
い
交
歓
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
国
後
島
で
の
全

日
程
を
終
え
て
島
か
ら
出
港

す
る
時
、
多
く
の
受
け
入
れ

家
庭
が
港
ま
で
見
送
り
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、

生
徒
は
も
と
よ
り
私
を
含
め

て
多
く
の
参
加
者
が
感
激
し

て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
お

互
い
涙
を
流
し
て
別
れ
を
惜

し
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

た
と
え
、
言
葉
は
通
じ
な

く
て
も
島
民
の
方
々
と
気
持

ち
を
通
わ
す
こ
と
が
で
き
、

生
徒
に
と
っ
て
も
私
に
と
っ

て
も
大
変
貴
重
な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
交
流
訪
問
を
通
じ
て

得
た
こ
と
は
、
た
と
え
、
言

葉
は
通
じ
な
く
て
も
島
民
の

方
々
と
気
持
ち
を
通
わ
す
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に

尽
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
帰
航

前
の
別
れ
の
出
来
事
が
何
よ

り
の
証
で
す
。

北
方
領
土
に
つ
い
て
は
、

戦
後
六
十
年
以
上
抱
え
て
い

る
大
変
難
し
い
問
題
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
交
流

が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、

毎
日
間
近
に
北
方
四
島
を
見

て
い
る
他
の
生
徒
た
ち
と
と

も
に
、
ぜ
ひ
参
加
を
し
た

い
。」
と
強
く
感
じ
さ
せ
る
有

意
義
な
交
流
訪
問
で
し
た
。

私
の
勤
務
す
る
奈
良
女
子

大
学
附
属
中
等
教
育
学
校
は
、

ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
に
登

録
さ
れ
て
い
る
。
三
年
前
に

ア
ジ
ア
三
カ
国
（
韓
国
、
タ

イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
ユ
ネ
ス

コ
・
ス
ク
ー
ル
五
校
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
、
高

校
生
に
よ
る
国
際
会
議
を
年

一
回
開
催
す
る
こ
と
で
合
意

し
、
準
備
を
進
め
て
き
た
。

こ
の
高
校
生
に
よ
る
国
際
会

議
、Y

E
S for E

SD
 (Y

outh 
and E

ducators’ Sum
m

it for 
E

ducation for Sustainable 
D

evelopm
ent )

で

は
、

ユ

ネ
ス
コ
が
提
唱
す
るE

SD
 

（E
ducation for Sustainable 

D
evelopm

ent

「
持
続
発
展

教
育
」）
の
理
念
の
下
、
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
そ
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
高
校
生
が
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
な
が
ら

交
流
を
深
め
る
。
第
一
回
目

の
今
回
は
、C

ity C
ollege of 

C
alapan (C

alapan C
ity, the 

Philippines )

が
ホ
ス
ト
校
と

な
り
、
カ
ラ
パ
ン
市
（
フ
ィ
リ

ピ
ン
）
で
六
月
二
十
三
日
～

六
月
二
十
七
日
の
五
日
間
開

催
さ
れ
た
。
ホ
ス
ト
校
の
生

徒
代
表
六
名
に
加
え
、
韓
国

か

らD
aejon N

oeun H
igh 

School
の
代
表
五
名
、
本
校

か
ら
高
校
二
年
生
六
名
が
代

表
と
し
て
参
加
し
、「
文
化
の

多
様
性
」、「
子
供
の
権
利
」
を

テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

国
際
会
議
は
英
語
で
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
約
半
年

を
か
け
て
本
校
代
表
の
六
名

は
入
念
な
準
備
を
し
て
き
た
。

本
番
で
は
他
校
の
生
徒
た
ち

の
英
語
力
に
多
少
は
驚
き
な

が
ら
も
、
積
極
的
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、
設
定

さ
れ
た
テ
ー
マ
に
関
し
た
自

分
の
考
え
や
日
本
の
現
状
な

ど
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
よ
う
に
未
来
を
担

う
同
じ
ア
ジ
ア
地
域
の
若
者

が
集
い
、
全
員
に
と
っ
て
外
国

語
（
第
二
言
語
）
で
あ
る
英
語

で
交
流
を
し
、
よ
り
よ
い
未
来

を
築
く
た
め
に
同
じ
目
線
で

議
論
で
き
た
こ
と
は
大
変
意

味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

同
じ
ア
ジ
ア
地
域
に
住
ん
で
い

な
が
ら
文
化
や
考
え
方
、
物

の
見
方
も
大
き
く
異
な
る
こ
と

に
生
徒
た
ち
が
気
づ
く
こ
と

が
で
き
た
の
も
大
き
い
。

今
後
、
こ
こ
で
得
た
事
、

議
論
し
た
事
を
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
向
け

発
信
し
、
一
人
で
も
多
く
の

「
地
球
市
民
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・

シ
チ
ズ
ン
）」
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
国
際
交
流
に
関
わ

る
教
員
と
し
て
の
使
命
だ
と

感
じ
て
い
る
。

世界に
つながる子どもたち

シリーズ視点

平
成
二
十
一
年
度

　
第
三
回
北
方
四
島
交
流
訪
問
を
終
え
て

北
海
道
根
室
西
高
等
学
校
　
　
　
　
　
　

教
諭
　
佐
々
木
　
　
　
伸

Y
E

S
 fo

r E
S
D

 2
0

1
0

に
参
加
し
て

奈
良
女
子
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校
　
　

国
際
交
流
担
当
　
前
　
田
　
哲
　
宏


